
（13）自動車騒音に対する明瞭度試験
Ⅰ序　論

近年、愚書公害の性格が変化しつつある0すなわち、従来局所的であった被害が、高速道路、新

幹線の市街地通過に伴い、広域化の傾向を示すようになってきた0しかもこれら交通窟普ほ音と異

なり、発生源対策が非常に困難になっている。したがってこのような交通騒音に対しては、被害者

側に於ける対策を考慮しなけれはならない場合が多い。

さて、このような被害者側においての対策を考える資料として、我々は外部の交通騒音の評価の

みならず、家屋の室内における音響効果も同時に把握できる評価量を知る必要があると考えた0我

）々はこの条件を満たす量として明野慶應着目した。明瞭産は建築音響の分野紅おいて、室内の音響

効果を判断する量として用いられている。それは、室内のある場所に於いて発音された音節を室内

の各所で開きとり（単音節明瞭庭試験）その際の正聴率（単音節明瞭慶）という形で求めることが

てきる。一般に明瞭慶は、室内の残響時間、発音された昔圧、さらに暗騒音の大きさ等によって大

きな影響をうける。Lたがって交通騒音の評価量、住居の平均残響時間、室円での会話音圧に対し

て、明際産があるる種の実験式として表わされるならば、交通騒音を受ける住居への対策のみなら

ず、新設される交通路繰付近に辱設される最適住宅構造の選定に対しても重要な資料を与えること

になると考えられる。

さて、このような目的に沿う実験式を導くため、我々はまず明瞭藍試験のマスキングノイズとL

ての交通巌音（ここでほ道路騒音）にどのような評価量を与えるか、そしていわゆる変動性の騒音

中佗おいて明瞭匿特性がいかなる挙動を示すかという二点について、基礎実鹸を行った。実験ほ無

響室（残響時間幸0砂）において、まず白色雑音（White－rL。ise）による定常騒音中の場合と、

道路騒音による変動性騒音中の場合について明瞭慶試験を行い、両者の明瞭庭特性曲線の比戟及び

道路騒音中の明瞭直のパラツキを調べた。道路騒音中の明瞭慶試験については、マスキングノイズ

の処理として、10秒間にはば10dBはどのピーク巾をもつ道路騒音をエンドレステープ把編集

し、明瞭慶試験中に繰返し一定回数を聞かせた結果、明瞭産特性曲線は定常騒音中の場合とほぼ同

様な、パラツキの少ない特性を示した。

且　白色雑音中の無響窒明瞭度特性

喜1　概　　要

道路騒音による実験把先だち、白色雑音（マ孤ite－nOise）をマスキングノイズとしたときの

単音節明瞭慶試験を行った。この目的は、明瞭産試験に与える発信系（単音表テープ）及び受信系

（受聴急受聴席）の影響を調べるとともに、道路騒音の場合との明瞭庭特性の比戟をするためで

ある。‾
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§2　実験方法

図1に示すように無響室内につの上向きスピーカを置き、一方からマスキングノイズとLて

Wbi－te一皿Oiseを他方から覆準単音節リスト（日本音響学会製促音表番号IO6、107、

108、109、110、別添参照）による無意味100音節の請書を発生させた。

（2）　受　信　系

聴取者として、オーディオメーク把よる聴力検査把合格した年令20～22歳の女子学生5名

を一組選んだ0また、無響室内でスピーカから等普圧レベル把なる場所に5組座席を設け、上記5

名の聴取者に発音された単音節リストを書きとらせた。

（3）音表レベル（SignaトLevel）と騒音レベル（Noise－Level）の組合せ。

音表レベル（以下、S－Level、なおS－Levelは標準単音節リストを録音した普表テづ

の校正音のレベルであるo）ほ聴取席に於て、40dB、50dB、60d臥70dB、80

dBとなるように選び、その1通りに対してS・N比が、－10dB、OdB、ユOdB、20

dB、30dBとなるように、騒音レベル（以下N－Level）を設定した。

これらS－IJeVelとN－Levelの25通りの避合せの1通り（1round）把対し、音衰．

座席を5回交換して明瞭慶試験を行った0明瞭慶試験1回を1ru∴nとすれは、1roundで5ru－

n、S－Leveトの1通りでは5round、25rLlnである。今回S－Ij”elは　40dB～

80dBまで5段階あるので、実施された明瞭慶試験は25rou∴nd、125ru□となる。また

1runにつき5人の聴取者がいるので、明瞭匿試鹸のデータ総数は625枚、さらに音表1故に

100音節あるので、聴取された音節教は62500語となる。

旨3　結果及び考察

625枚のデータに対して＼①1roundごとの平均明瞭慶、④各S・N比ごとの個人別、音素の

種類別、聴取座席月坪均明瞭慶を求めた。

（1）無智室明瞭慶特性

1roundごとの平均明瞭慶をプロットしたものを図－2に示す。図－2に於て、実線ほS．N

比を、点線ほ廣音レベルをパラメークとしたものである。このS－A〔S－Levelv．s Ar－

tictllatioロ）特性ほ従来から発表されているものとはぼ同様の傾向を示すが、次の点把注目

するものがある。

①S岬－4CdB把おける明瞭皮の落込みが著しいこと。

㊥明瞭慶がはは一定となり始めるS－Lev－の値が60dB以上であること。

これらほ、発信系に起因していると思われる【）すなわち音表の再生系におけるS．N比が、低いS

ナLeveIで問題となりやすいことから、S－40dBで特に明晩萱の低下をきたし．S－6OdBまでSrA曲

線が平坦にならないのである。
－162－
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図－1　ブロックダイ7グラム

去 ゞ こ

－10dB 0 1 0 2　0

3 ］
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N －L e ve l　dB　5 0
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2　0 ； 1 0

5　0 6　0 5　0 4　0 3　0 2　0
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表－1　S－IJeVelとN－LeveIの組合せ
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うと思われる。

明瞭庭に影断る主な要因として、鯛室内という条件を考慮すれは、（a）観臓取私噛

鞘の三要因をあげ戊ことができる0ここでは明瞭慶試験で得られたデータを、音観駒軸

及び取者別路S・N比ごとの平均明瞭庶を求め、囲－3緬した0図－3把於て、馳こS．

N比をとっているので、この離曲凱S／N－A曲裔欣たる。これら要因別のS／N∵射場如

①主要因音表のS／N－A曲線が最も大きなバラツキを示している0すなわち、鯛5種知音

表を使用したが、音表の遠いによる明瞭慶の変身が最も大きいことを意味する。

④三主要因の中で、取顧因が最も変動が少い0又各S・N比に於て変動巾がはぼ一定である。

これは無響室内での明瞭皮離を求める場合、反射寓の影響を如机、ため、音掛ら等音圧レ

ベルにある場所の聴取条件がはば一定となるためである。

④主要因が敬老の齢、S・N比20dB以上の変動は大きいがS・N比10dB以下でほ、
聴取席要因程度まで安定する。

これらの傾向は、無響室内ということで発信系（音表テづ）と受信系（聴取者）の影響が強く

現われることは予想きれていたが、以後の実験に際Lて音表テづの厳選（今回の普表106～

110はその意味で不十分であったG）及び聴取者のチェックが重要であることを確認した。

皿道路騒音甲の無響室明瞭度特性
§l概　要

現在までに、変動する道路騒音をマスキングノイズとしたときの明瞭慶特性を求めた実験データ

は少ないo定常騒音とLてのWhite－nOiseに此戟Lて、道路騒音の場合ほ、実験に用いると

きの生データの処理、及び実験時のN－Leveiの設定等に問題がある0さらに得られた明瞭慶特

性が有意なものであるかの判定基準があいまいになると思われる0これらの問題に対して、酎は

生データの処理として、10秒間に酎ま】OdBの変動巾をもっ部分をエンドレステ一光再生し

て、明瞭度試験中、繰返し聞かせる方法を用いた。これは、一周期としてほ強い変動性を持ち、全

体のマスキングノイズとしては定常性を持たせることを意図したものである。N－Leve用つい

ては、一周期の変動部分の等価騒音レベル（Leq dB）を用いた。その結見かなりバラツキの

少い特性を示し、Ⅳ－Leve川実用上の範囲及び明瞭庭80労以内で、近似のよい実験式が得ら

れた。

§2　実験方法

（1）発信系及び受信系
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図－2　White Noise把対する無響室明瞭慶特性
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図－3　明瞭度に影響する各主要因
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今回ほ、Ⅵ屯ite一口Oise　の場合とほぼ同様であるが、発信系においてノイズジェネレータの

代りにデータレコーダからの道路患普テープを用いた。（図一4、ブロックダイアグラム　参照）

（2）道路騒音テープの作製及びⅣ－Le∇elの設定。

浦和市上峰先の新大嘗バイパス交叉点において集録された道路騒音の中から、約】0秒間に10

dB程度の変動巾をもつ部分をエンドレステープにコピーした。これをデータレコーダのエ：／ドレ

ス7ダブタにより、一周期IO秒に調整した。

N－Levelを設定するため、一周期の等価騒音レベル（以下Leq）

⊥eq＝C且0計り（てよg／乙10C）‥＝‥‥‥‥‥廿‥‥……（2－1－

1i：騒音レベル級〔dB（A）〕の値

′t：乞級騒音レベルの発生度数の労

C：C＝r q／0．3によって定まる定数

q：継続時問が半分になったとき、うるささが同等と考えられる騒音レベルの増加分。

を用いた。今回はq＝3dBをとり

Leq＝JO且oglq〔孟g′去・10丁古〕・……＝………（2－2）

把よって、騒音の評価量としたQ次把（2－1）式で定められるLeq　が、実験時に用いる機器及び

条件のもとで、聴取庸に於て20dB～90dB（10dBステップ〕となるように7ノブのゲイ

調整を行った。その際、Leq　＝60d j∋となるゲインに対して、ノイズジェネレータから同じレ

ベルのWhite－nOiseを発生させ、データレコーダの他のチャンネルに録音した。すなわち、

こればⅣhite－nOise　を戟正音とLて、各Leq　レベルをゲインの切換把よって設定できるよ

うにしたものである。

寛験回数及びS－LeYelとN－Levelの組合せは前回のWhite－nOisの場合と同じであ

る。（表一1参照）　またはS・N比は音素テープの安正レベルとLeq設定時の額正レベルの

差である。（図－5　実験例　参照。）なお、音表は彪106～110を再編集し彪106′～11

0′としたものを使用した。

§3　結果及び考察

1roundごとの平均明瞭皮を求めて、プロットしたものが図－6である。White－nOise

の場合と同様収、実線がS．N比、点線がN－Leveiをパラメータにとったものである。

（1）s－A特性

道路騒音の場合のS－A特性は、予想以上把バラツキの少い曲線になった。これほマスキングノ
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図－6　道路贋音に対する無響室明瞭度特性
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イズ紅用いた巌音テープが、全体として定常的な傾向を示すこと把よるものであろう。しかしなが

ら、S－A特性はⅦite－nOiseの場合（図－2）把比べて、次のような傾向の違いを生じた。

①White一口oiseの場合は、S－60d乱以上で明瞭度がはば一定になるの把反L、今回ほ

S－Levelの増加把対して、明瞭慶が良くなる。

㊨享）の傾向ほS・N比10，OdBで特把著しく、またこのS・N比でほ、White－n。ise

にくらべて明瞭藍が、S－60dB以上で7汚～18解はど良い。

これらの傾向の理由を、現在のデータで、推測することは因襲である。この間蔑も含んて道路騒

音の変動性及び腰音の成分の異なるもの把ついて、明瞭産試験を行う必要がある。

（2）道路騒音明瞭虔試験の評価

図－6把おいて、N－LevelをパラメークとしたときのS－A特性（図－6の点線部分）に着

目すると、S－Levelの増加に対Lて明瞭度が直線的に増加する部分と増加が鈍りやがて平坦把

近くなる部分に分けることができるく－この明瞭虔がS－LeveI陀比例して増加する限界は、各

N－Lev云ほおいてはば明瞭虔80飾付近である。

変動する道路騒音中の無響室明瞭皮革性を評価するの把、我々ほこの直線部分を用いること托し

た0すなわち、各N－Levelの直涛部分を代表するような実験式を与え、笑顔結果との近似の度

合で、明瞭度試験結果の有意さを判断Lようとするものである。実験式は、N＝OdBとLたとき

の平均増加率及び各N－LeveIの横軸上への移動距靡から次のように求められた。（図－7参照）

P．A．ニ2．85（S－069N）く80 （3－1）

ただし　Leq50dB（A）≦N≦Leq80dB（A）

P．A．；明瞭産（浄－Articulati。n）

S；聴取席でのS－Level（d B（A））

N；聴取席でのN－Level（道路騒音の等価騒音レベル、dB（A））

（3－1）式によって計算した値と実験値との最大誤差は4労（明瞭慶）で、おおむね良好な近

似であった。（図一6）しかしながら（3－‡）式が成立するのは、50dB≦N－L。，el≦

80dBである0†ト40dB以下でほ特に低いS－Levelにおいて、明瞭鹿のバラツキが大き

く、信板慶が低い。この点は以後の実験の課題である。

4．論　　義

道路騒音を受ける住宅の最適構造を決定する資料のひとつとなりうる明瞭度を、実験式で表わす

ために、今回変動する轟音中の明瞭慶試験というかたちで基礎実験を行った。現在まで把、明瞭慶

と他の物理量との間に次のような実験式が導かれている。

－171－



賢一 へ嘗㌃′－■

2．85

（S－0．69N）

285S。

ー172－



平面図（概略）
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